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お問合せ 

マナスル山頂 



  この登山隊は 「マナスル峰 (８，１６３ｍ) 」登頂を 

               目的とした公募形式の登山隊です。 

標高８,０００ｍ以上の高所は、酸素が平地の１／３以下、気温も－３０℃以下になることもある過酷な

自然環境です。ここは、体力・技術・豊富な経験等を持ち合わせた、登山のエキスパートのみに許され

る領域です。 

しかしながら「高所経験の豊富な山岳ガイドのサポート」、「積極的なネパール人高所ガイドの雇用」、

「高所での積極的な酸素の使用」等により、一般の登山者にも登頂が可能なタクティクスを作ることが

出来ます。この隊は、参加者自身の技量だけでは登頂が難しい一般の登山愛好家を中心に、山岳ガイ

ドが登頂のために必要な技術、経験の足りない部分をサポートしながら登頂を目指す公募隊です。 

「マナスル峰」 

日本人が初登頂を果した８，０００ｍ峰として登山史に燦然と輝きます。そのドラマは大きなニュースと

なり日本中を駆け巡り、登山ブームを引き起こしました。世界第８位の高峰で山麓までをネパール国

内に有します。通常ＢＣへは非常に長く厳し行程ですが、この隊ではヘリコプターを使い、体力を温存

しながらスムーズにアプローチします。 

技術的には他の８，０００ｍ峰に比べ、なだらかな斜面の登攀が多く登りやすい山ですが、アイス

フォールの通過が困難とされていました。しかしながら、現在は世界中の公募登山隊が集まり共同で

ルート工作をすることによって、８，０００ｍ峰としては比較的登りやすい山になっています。 

「日本人が企画・運営する公募登山隊のメリット」 

現在、世界各国でマナスル公募登山隊が募集されています。これは国際隊で参加者の中心は欧米諸

国の登山者になります。近年、日本人にもこの欧米の公募登山隊に参加する方を見受けます。しかし、

言葉や文化の違い、そして体格差による基礎体力の違いなどから、うまくこれらの登山隊に馴染ず良

い結果が得られない方もいるようです。アドベ

ンチャーガイズの公募登山隊は日本人による

日本人のために企画・運営される公募登山隊

で、食事、ペース配分等、日本人参加者に合わ

せるのは無論のこと、登山成功の大きなポイ

ントであるストレス解消や登山意欲の維持が

うまくできるように日本語できめ細かくサポー

トします。隊員も自分の要望を細かいニュアン

スまで伝えることができるので、ストレスがたま

りづらい快適な環境での登山活動になりま

す。 

２０２６年「マナスル公募登山隊」 

マナスルＢＣ 



 「公募登山隊参加費用」   ＊公募登山隊：６名参加の場合

  カトマンズ発着    

   ９/３（木）～１０/５（月）  ３３日間  ￥３,９５０,０００．   

  「公募登山隊参加費用に含まれるもの」 

    カトマンズ～サマ間の往復ヘリコプター代金、 登山申請料＋入山手続費用、 現地キャンプ費用 

    （食事も含む）、 現地での荷物運搬費用（トラック、ヤク、ポーター）、 現地移動費用 

    日本人リーダー同行費用、 ネパール人ガイド同行費用、 テント・登攀用具等共同装備費用、 

    酸素ボンベ（高所行動、睡眠用＋予備）      

       ＊同行スタッフ 公募登山隊参加者が６名の場合  日本人リーダーｘ１  ネパール人ガイドｘ６名 

       ＊アタック時には、参加者にマンツーマンで、ネパール人ガイドが付きサポートします。 

       ＊酸素はＣ２の睡眠時より上部に使います。   

  「公募隊参加費用に含まれないもの」 （主なものを例示します） 

    日本からカトマンズまでの移動費用、カトマンズのホテル代、登山後のガイド、現地スタッフへのチップ、 

    個人的に利用した衛星電話等通信費、自由行動中の費用、現地事情でルートを変更した場合の費用、 

    天候等で予定通り行動出来なかった場合に新たに発生するホテル・航空券の費用、 

    規定以上の個人装備運搬費用、その他個人的諸経費  

   公募登山隊に参加するためのツアー   

    東京発着  ９/２（水）～１０/７（水）  ３６日間 旅行費用 ￥２０５，０００． 

        旅行企画・実施 株式会社アドベンチャーガイズ 観光庁長官録旅行業１７１３号 

        最少催行人員：６名  利用予定ホテル：カトマンズ＝フジ または 同等クラス 

        利用予定航空会社 ： ネパール航空、キャセイパシフィック、マレーシア、シンガポール、タイ、 

                       エティハド、カタール、エミレーツ、大韓航空         

    「旅行費用に含まれるもの」 

       東京～カトマンズ間の往復航空券（帰国便変更可能航空券）、カトマンズ空港～ホテル間の送迎費用 

      カトマンズのホテル宿泊費用（４泊・シングルルーム利用） 

  

カトマンズより登山隊と行動を共にしながらヘリ

コプターでマナスルBC麓サマ村へ入ります。登

山隊と共にＢＣに滞在しながらヒマラヤの自然

を満喫して下さい。ＢＣで登山隊のアタックを見

送ったらカトマンズ経由で一足先に帰国します。  

 ９月２日（水）発 １３日間 ￥７２５，０００．   

【応援隊】 マナスルＢＣトレッキング隊                    





注意事項 （お申込み前に必ずお読み下さい） 

１．参加の技術、体力レベル 

 参加に際しての標準的な技術、体力レベルの目安は、下記 

 のようになります。  

 ＊緩やかな斜面でアイゼン・ピッケルを確実に使うことが 

  できる。 

 ＊雪上を含む基本的なテント生活経験がある。 

 ＊国内で1日標高差1,000m以上を登り降りができる 

 ＊３泊４日以上の長期山行の経験がある。 

 ＊基礎的な高所順応の知識があり、6,000ｍ以上の高所経 

  験がある。 

２．登山隊長・登山ガイドに関して 

  日本人リーダーが登山隊長としてこの公募登山隊を運営・ 

 管理します。また隊長は8,000ｍ峰登頂等、高所登山経験 

 が豊富な者を選任します。 

 中国では日本やヨーロッパ諸国のように国際的な技術水準 

 をもつ山岳ガイドが手配出来ません。 

 このため、日本から同行する山岳ガイドが中心となりネ 

 パール人高山ガイドをサポートスタッフとして一緒に登山 

 隊を運営します。また、ネパール人スタッフは原則的に日 

 本語は話せませんので英語での会話となりますが、登山中 

 の重要な事項は日本人リーダーが通訳致しますので言葉の 

 不安はほとんどございません。その他に国立公園内ではネ 

 パール政府の連絡官がＢＣまで同行いたします。 

３．高所への対応 

  登山中、全ての隊員に必ず高度の影響が出ます。 

 全ての隊員の登頂が安全に成功するよう下記のように万全 

 の体制で高所へ対応を行ないます。 

 ＊高度順応の為に最適と思われる日程を組みます。 

 ＊パルスオキシメーター、携帯用加圧バック等の高所登山 

  用の装備を用意して登山に望みます。 

 ＊日本人リーダーが効率良く高度順応出来るよう健康管理 

  も含め的確にアドバイスします。 

 ＊7,000ｍ以上の宿泊では酸素を使用します。 

４．登山中の判断に関して 

 ルート決定、日程調整、パーティー編成、登山中止等、登 

 山中の判断は隊長および日本人リーダーが参加者の安全を 

 第一に考え行ないます。 

 この決定には必ず従って頂きますので、予めご了承下さい 

５．登山中止に関して 

 隊長および日本人山岳ガイドは参加者の安全を第一に考え 

 ながら登山活動を行います。天候、ルートの状況、参加者 

 の体調によってはやむを得ず登山活動の全部または一部を 

 中止する場合もあります。 

 予めご了承下さい。また、これらの決定は隊長および日本 

 人リーダーが行い、いかなる事由があろうと必ず従って頂 

 きます。また登山が中止された場合いかなる事由であれ参 

 加費用の変更、返金はありませんので、予めご了承下さい 

 以下に登山を中止する場合の対応を例示します。 

 ＊悪天候で登山を中止した場合。 

   可能な限り予備日の範囲内で登山活動を継続しますが 

   やむをえない場合は、全部または一部を中止する場合 

   があります。 

 ＊ルートの状況により登山を中止した場合。 

   天候、天災、政治的事由等で出発前に登山が困難と判 

   断された場合は可能な限り登山ルートの変更または他 

   の山の登山に振替えます。 

 ＊交通、宿泊施設、装備運搬に支障がでた場合 

   登山予備日を使用して可能な限りアタック態勢を整え 

   るよう努めますが、不可能な場合は登山ルートの変更 

   または他山の登山に変更する場合があります。 

 ＊登山技術が未熟で登山活動の継続が出来ないと判断され 

  た場合。 

    安全に登山を継続する事ができないと判断された時点 

   で下山を開始します。この場合パーティー構成が変更 

   される場合があります。 

 ＊登高ペースが遅い場合 

   余裕をもって安全地帯まで下山するにはペースが遅い 

   と判断された段階で下山を開始します。この場合、 

   パーティー構成が変更される場合があります。 

 ＊登山装備に支障があった場合。 

   装備に支障がある場合､その参加者の登山を中止しま 

   す。装備表を良くご覧になり準備して下さい。(新し 

   いアイゼン等は事前に実際に装着して、装着可能か確 

   認して下さい。） 

   装備について不明な点がありましたらお問い合わせ下 

   さい。また、現地では個人装備の貸与は一切しません 

   ので、予めご了承下さい。 

６．キャンプに関して 
  上部キャンプへの個人装備の荷上げは原則的に隊員自身が 

 行います。また上部キャンプの設営は原則的にシェルパが 

 行います。 

７．緊急時の対策 

 この登山隊で訪れる地域は、一般的には秘境、辺境と呼ば 

 れる地域です。可能な限り山岳ガイドや現地スタッフは無 

 線機等での連絡方法を確保し、緊急時に備えますが、日本 

 やヨーロッパ諸国等に比べて、必ずしも充分な救助体制が 

 確立されていません。参加者はその点を充分に理解した 

 上、無理のない行動、安全な登山を心がけて下さい。 

 また、隊員は弊社が指定する内容の山岳保険に加入するこ 

 とが参加条件となりますので、予めご了承下さい。 

８．公募隊の記録 

 公募隊で記録された写真、ビデオ、隊員の様子等、行動レ 

 ポート等は主催者の判断でテレビ、ビデオ、雑誌、ホーム 

 ページ等で公開することに同意頂きます。また、参加者が 

 独自に公開する場合は主催者の許可が必要であることに同 

 意頂きます。 

９．申込み 

 出発の３ヶ月前までに申込書と申込金を添えて申込下さい 

    申込金：￥３００，０００．  

１０．提出書類 

 下記の書類を出発２ヶ月前までにご提出下さい 

  １．山岳保険申込書（同等の保険に加入済み 

    の場合はその証券等のコピー） 

  ２．山歴書 

  ３．参加に際する約定書 

  ４．健康診断書 

  ５．その他、渡航手続きの書類 

１１．参加取消 

 下記の参加取消料をお支払い頂く事によって公募隊の参加 

 を取り消すことが出来ます。 

  出発日の３ヶ月～１ヶ月前  参加費用の７０％  

  出発日の１ヶ月～３日前     参加費用の９０％ 

  出発日の前々日、前日    参加費用の１００％ 

  無連絡不参加、出発後     参加費用の１００％ 







登山シーズン 
 適期は、雨季（モンスーン）の前後となり、１０－１１月のポストモ 

 ンスーン、４－５月のプレモンスーンに登山が可能です。 

 近年、プレモンスーンの時期にエベレスト隊が集中する影響で、 

 マナスルには、ポストモンスーンに登山する隊が多くなっていま 

 す。 

ルートと概要 
 カトマンズよりヘリコプターでサマの村へ入ります。ここからマナ 

 スル氷河末端にＢＣを設営します。ここからＣ２まで往復しながら 

 高所順応を進めます。 

 Ｃ１～Ｃ２間にアイスフォールがあります。雪崩が多く慎重に進 

 みますが、公募登山隊が多く入るので、他の隊と協力してルート 

 を作りるので、以前より通過しやすくなりました。 

 準備ができたらＣ２に入り、Ｃ３を設営してアタックします。 

登山レベル 
 ルート全般にフィックス張られ、中斜面の登攀が多く登りやすい 

 山ですが、アイスフォールの通過が困難とされていました。 

 しかしながら、現在は世界中の公募登山隊が集まり共同でルー 

 ト工作をすることによって、８，０００ｍ峰としては比較的登りやす 

 い山になっています。テント生活が続きます。  

 設営、食事準備等は、基本的にはスタッフが行ないますが、あ 

 る程度、自分でできる必要があります。 

 

 キャンプ地 標高 
  サマ ： ３，５００ｍ 

  ＢＣ ： ４，８００ｍ （標高差 約１３００ｍ） 

  Ｃ１ ： ５，８００ｍ （標高差 約１０００ｍ） 

  Ｃ２ ： ６，８００ｍ （標高差 約１０００ｍ） 

  Ｃ３ ：  ７，４５０ｍ （標高差 約 ６５０ｍ） 

  山頂 ：  ８，１６３ｍ （標高差 約 ７００ｍ） 

１月  ２月  ３月  ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月 

 ×  ×  ×   ○  ○  △  ×  ×  ○  ○  △  × 

マナスル登山案内 



マナスル登山ルート 





サマからのマナスル 

BCまでのアプローチ 

BCからのマナスル 

マナスルBC 

BCからのマナスル 

マナスル山頂 

マナスル頂上直下 

C３へのアプローチ 

マナスル公募隊 フォトギャラリー 




